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１．研究ステーション名   次世代品質信頼性情報システム融合研究ステーション 

   研究代表者名 大学院情報理工学研究科総合情報学専攻 教授 鈴木和幸 

 

２．研究組織 

  ＜学内構成員＞ 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻  教授 鈴木和幸 

電気通信大学 大学院情報システム学研究科 社会知能情報学専攻 教授 田中健次 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻  講師 山本  渉 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻  助教 金    路 

  ＜学外構成員＞ 

職業能力開発総合大学校 能力開発院 生産管理系 准教授 横川慎二 

 

３．平成２５年度の研究の特筆すべき成果 

 “次世代品質信頼性情報システム融合研究ステーション”並びに三社の企業の協力の下、

リアルタイム状態監視保全科学分野、発見科学分野、品質管理学分野、安全科学分野、信頼

性工学分野、情報科学分野、データ同化・統計数理科学分野、の７分野の融合研究体制の下、

下記の項目を中心に研究を進めた。 

① オンラインモニタリングより獲得される使用・環境条件を初めとする共変量を“故障モ

ード”と“トップ事象モード”に着目し、分析・検討を行った。 

② 温度変化と汚染による抵抗値変化に起因する故障メカニズムと寿命との関連のモデル

化と分析を行い、最適設計への情報抽出を行った。 

③ 企業三社の協力の下、次世代品質・信頼性情報システム(QRIS)による故障時点予測への

決定木分析とワイブル回帰モデルによるアプローチ方法を検討した。 

④ 社会インフラへのオンラインモニタリングの適用にあたり、現状調査を行った。 

⑤ 日本医療機能評価機構による医療事故データベースをオンラインモニタリングへの情

報と対応させ、ヒューマンエラーの分析とマネジメントへのPDCAの必要性を検討した。 

 

４．平成２５年度の研究成果の公表実績 

研究発表会の主催： 

①基盤研究（Ａ）「次世代品質・信頼性情報システムの研究と開発」 

（研究代表者：鈴木和幸、Ｈ22-26）の中間報告会を 

電気通信大学IS シンポジウム第18 回「信頼性とシステム安全学」（参加48 名） 

電気通信大学にて開催 

②啓蒙普及のための出版準備 

「新版信頼性ハンドブック」鈴木和幸主査、日科技連盟出版社 

（2014 年 3 月脱稿、2014 年 6 月刊行予定） 

 

 



５．外部資金の獲得状況 

鈴木和幸： 

科研(Ａ)[代表]「次世代品質・信頼性情報システムの研究と開発」800＋240 万円 

共同研究 

その他、民間企業との共同研究4 件 

山本渉： 

科研(Ｃ)「代表」「k-out-of-n 型負荷分散システムの研究」50+15 万円 

金路： 

科研 若手(Ｂ)「代表」「変動要因による非定常劣化モデルに基づく最適保全方策に関する研

究」90+27 万円 

 

６．今後の研究発展 

“次世代品質信頼性情報システム融合研究ステーション”をさらに活用し、リアルタイム状

態監視保全科学分野、発見科学分野、品質管理学分野、安全科学分野、信頼性工学分野、情報

科学分野、データ同化・統計数理科学分野、の７分野の融合研究体制の下、下記の５項目を中

心に研究を進める。 

① オンラインモニタリングより獲得される使用・環境条件をはじめとする共変量に基づく個

別リスクコミュニケーションの精度向上を目指す。加速・比例ハザードモデルの概念を活

用し、更なる検討と精度向上を図る。 

② ノイズが含まれるモニタリング情報の活用法に関し検討を進め、個別リスクコミュニケー

ションへの適用・拡大を図る。 

③ リチウムイオン二次電池を例に取り、“ハザード”-“故障モード”-“トップ事象モー

ド”-“影響”の4本柱に着目し、オンラインモニタリングの適用可能性と余寿命予測の体

系を検討する。 

④ ヒューマンエラー行動ならびにそのインシデント行動の分析に基づく，エラープルーフ・

フェイルセーフ設計の具体化による製品リスク低減への検討を行う。 

⑤ これまでの成果をまとめ、社会への発信を行う。 

以上を三社の企業との共同研究にて進め、研究を加速させる。 
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「著書」 
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「招待講演発表」 

1．Plenary Invited Talk / Keynote Speech 

1) Suzuki, K.; “Prevention of Problems on reliability and safety, TQM (Total Quality 
Management) Forum--Quality Assurance and Reliability –“, July, 2013, Taipei. 
(Keynote Speech) 

2) Suzuki, K.; “Methods for Predicting and On-Line Monitoring Based on Failure Mode 
& Top Event Mode”, International Conference on Quality, Reliability, Risk, 

Maintenance, and Safety Engineering, International Conference on Materials and 

Reliability & International Conference on Maintenance Engineering, July, 2013, China. 

(Keynote Speech). 
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Monitoring”, International Conference on Quality, Reliability and Operations 
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1) Suzuki, K. (2013): “Prevention by Prediction and On-line Monitoring Based on Failure 
Mode & Top Event Mode”, The 8th International Conference on Mathematical Methods 
in Reliability: Theory, Methods and Applications, Stellenbosch, pp.294-299, South 



Africa. (Invited Talk) 

2) Jin, L. and Suzuki, K. (2013): “Optimal of Monotone Procedure for Monitored Systems 
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6) Jin, L. and Suzuki, K.；”Optimal Maintenance Policy for an Operation-dependent 

Deteriorating System”, 2013 年度日本信頼性学会春季シンポジウム, 2013 年 6 月, 東

京. 

7) 横川慎二; “原子輸送モデルによる Cu/Low-k 配線のストレス誘起ボイドの解析”, 2013
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17) 竹下和希, 山本渉,鈴木和幸：“最適なタイムスケールのためのデータ変換法の検討”，

日本信頼性学会第26回秋期信頼性シンポジウム，2013年 11月，東京． 
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のための信頼性ビッグデータ解析”, 第 18回 情報システム学研究科シンポジウム「信頼
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